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Chaotic vibration analysis品rthe semi-in宣nitebeam with damping is conducted 

by using the computer simulation method. The simulation result show that chaotic 

vibration can be induced for the beam with low damping under strong external 

excitation. 
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1.はじめに

従来、弾性体の力学的挙動は線形的な微

分方程式の範囲内で考察されてきたため、

その変位が微少な場合に限定されていた。

しかし柔構造物のように変形が大きい場合

はその取扱いは非線形となり、この場合複

雑な各種の非線形共振応答が発生し、非線

形現象の特徴であるカオス的挙動が発生す

る可能性がある。アーチやシェルで発生す

る動的飛び移り座屈現象では簡単な力学モ

デルによりカオスの発生機構が解明されて

いたが(1)、粘弾性を懸垂状細長シートの

カオス振動実験 (2)のほかはカオス現象の

発生機構は解明されていない状況であった。

このため筆者らは、粘弾性を有する梁の大

変形の場合を表す微分方程式を求め、ダン

ピング係数を変化させて数値シミュレーシ
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ョンを行い，カオス解析の手法により発生

条件の解明を試みた。

2.半無限梁の振動の非線形微分方程式

半無限梁の一端が加振されている場合の梁

のたわみ振動を考える。

梁の加振力をF(x，t)で表すと，一般に梁の

たわみ振動はフォークト・モデルによる次

式のような偏微分方程式で表される ω。
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なお、 ρは梁の密度、 hは梁の厚さ、 y

は振動の垂直変位、 Fは加振力、 Mは梁に

発生するモーメントの大きさである。

このとき振動する板の曲げモーメント
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